
①-1重視する条件

 就業を継続する理由を聞いたところ、未就業女性と同様に経済的な側面が大きかった。ただ

し、「将来への備え」（53.1%）ではなく、「現在の生計の維持・向上」（81.2%）が最も多かった。ま

た、仕事を継続する上で重視する条件としては、66.7%が「勤務時間・日数、残業の有無」を挙げ

ており、未就業女性と同様に最も多い回答となった。一方で実際には、働く日数は週 5 日以上が

73.4%、働く時間は 1日 7時間以上が 65.3%（7時間 19.9%、8時間超 45.4%）と、就業女性の約 7

割がフルタイムの勤務条件で働いている。

給与水準を重視する傾向は未就業女性（23.1%）より強く、57.7%が重要視すると回答してい

る。現在の年収は 103万円未満（扶養の範囲内）が 24.9%、81.6%が 400万円未満であった。

仕事を継続する理由（複数回答、N = 5,286）

仕事を継続する上で重要視すること 現在の労働日数（N = 5,286）

（3つ選択、N = 5,286）

81.2%
53.1%

27.3%
29.0%

20.6%
2.5%

8.1%
4.6%

1.6%

現在の生計の維持・向上

将来への備え

社会とのつながりを持ちたい

自分の能力や経験、資格を活かしたい

経済的に自立したい

家族の勧め

時間的に余裕があるから

その他

無回答

66.7%

63.2%

57.7%

49.0%

25.6%

6.3%

4.3%

2.9%

1.3%

4.0%

1.9%

勤務時間・日数、残業の有無

仕事内容

給与水準

早退や休暇の取得しやすさ

通勤時間

育児中の女性社員の有無

昇進が可能な環境

昇進を求められない環境

在宅勤務の有無

その他

無回答

週２日以

下, 2.4%

週３日, 
5.9%

週４日, 
13.2%

週５日以上, 
73.4%

その他, 
3.4%

無回答, 
1.6%



   現在の労働時間（N = 5,286）                現在の通勤時間（N = 5,286）

現在の年収（N = 5,286）

１０３万円未満, 
24.9%

１０３万～２００万円未満, 
20.4%

２００万～４００万円未満, 
36.3%

４００万～６００万円未満, 
13.5%

６００万～８００万円未満, 
2.3%

８００万～１０００万円未満, 
0.2%

１０００万円以上, 0.4% 無回答, 2.2%

０分（在宅）, 
2.1%

３０分未

満, 67.1%

1時間未
満, 24.0%

1時間以
上, 5.2%

無回答, 
1.6%４時間以下, 

7.8%

５時間, 
10.4%

６時間, 
10.8%

７時間, 
19.9%

８時間超, 
45.4%

その他, 
4.1%

無回答, 
1.6%



約 6 割が在宅勤務の利用を希望している。一方で、実際に在宅勤務している人は 1.6%にとど

まっている。

在宅勤務の利用希望（N = 5,286）

ぜひ利用したい, 
21.8%

必要なときや困っ

たときに利用でき

るとよい, 39.8%どちらでもよい, 
7.2%

特に利用しなくて

よい, 19.1%

わからない, 8.4%

現在在宅で働い

ている, 1.6%
無回答, 2.1%


